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�雪中カルタ取り大会は、干布小学校全児童
を対象に、昭和５０年から行われています。
交通安全標語が書かれたカルタを学年ごと
に取り合い、取った児童は標語を読み上
げ、交通安全の意識の高揚を図ります。

 ２　一般質問　１１人
 ９　予算特別委員会　平成２８年度補正予算
 １０　提出された議案とその結果
 １２　特集１　行政視察の報告
 １４　特集２　議会報告・意見交換会
 １６　市民の声・３月定例会の日程（予定）

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベ
ント、健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知
らせするメール配信サービスを行っています。ぜひご
登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通
信料・パケット通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを
送信してください。

かんたん登録



12 月 定 例 会

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月１２日・１３日の２
日間の日程で、１１人の議員が行いました。
　市長の三期目の所信をはじめ、スポーツ振興や
就学援助の取り組み等について、市長や教育長等
の見解を求めました。
※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

　平成２８年度第４回市議会定例会（１２月定
例会）は、１２月８日から１２月２２日までの１５
日間の会期で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事案件２
件、契約案件１件等について採決が行われ
ました。そのほか、平成２８年度一般会計補
正予算をはじめとする予算議案８件と、条
例議案等４件及び請願２件については、予
算特別委員会及び所管常任委員会に付託さ
れ、最終日の本会議に採決が行われました。
　また、１２月２２日に予算議案１件、委員会
提出議案１件、決議案１件が追加提出さ
れ、採決が行われました。
（採決結果は１０ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

１２．８（木） 本会議（��会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

１２．１２（月）
１２．１３（火） 本会議（市政に関する一般質問）

１２．１５（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

１２．１６（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２．１９（月） 予算特別委員会（付託案件の審査）

１２．２０（火） 予算特別委員会（討論、表決）

１２．２２（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

笹
原
隆
義 

議
員

＊�

本
市
に
お
け
る
国
家
戦
略
特

区
の
必
要
性
に
つ
い
て

水
戸
芳
美 

議
員

＊�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

山
崎　
諭 

議
員

＊�
子
育
て
支
援
施
設
整
備
用
地

購
入
に
関
し
て
の
住
民
訴
訟

に
つ
い
て

山
口
桂
子 
議
員

＊�

健
康
都
市
の
創
造
に
つ
い
て

＊�

手
厚
い
乳
幼
児
支
援
に
つ
い

て
三
宅
和
広 

議
員

＊�

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ

い
て

＊�

様
々
な
啓
発
運
動
と
連
動
し

た
市
庁
舎
等
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に
つ
い
て

渡
辺
博
司 

議
員

＊�

観
光
・
も
の
づ
く
り
日
本
一

へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

＊�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
づ

く
り
日
本
一
へ
の
挑
戦
に
つ

い
て

結
城
義
巳 

議
員

＊�

新
・
教
育
委
員
会
制
度
下
の

教
育
行
政
に
つ
い
て

＊�

文
化
向
上
と
人
口
増
加
策
に

つ
い
て

松
田
光
也 

議
員

＊�

す
べ
て
の
子
ど
も
の
良
質
な

成
育
環
境
の
保
障
と
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

狩
野
佳
和 

議
員

＊�

三
期
目
が
始
ま
る
に
あ
た

り
、
市
長
の
所
信
に
つ
い
て

＊�

天
童
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
拡
充
に
つ
い
て

＊�

交
通
弱
者
の
交
通
手
段
の
確

保
に
つ
い
て

石
垣
昭
一 
議
員

＊�

就
学
援
助
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

伊
藤
和
子 

議
員

＊�

子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
天

童
市
と
し
て
「
子
育
て
支
援

宣
言
の
取
り
組
み
」
の
推
進

の
た
め
に

＊�

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
普
及
と
周
知

を
高
め
る
た
め
に

★
清
新
会

★
政
和
会

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）
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ラージボール卓球の普及とＰＲ

国家戦略特区により人材獲得を

水
み
戸
と
芳
よし
美
み
議員

笹
ささ
原
はら
隆
たか
義
よし
議員

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
使
用
し
た
卓
球
台
の
脚

は
地
元
企
業
が
製
作
し
た
。
市
で

一
台
購
入
し
、
展
示
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

は
、
ボ
ー
ル
が
大
き
く
強
く
打
っ

て
も
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
の
で
、

年
齢
や
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
楽

し
め
る
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

づ
く
り
に
最
適

な
の
で
、
各
市

立
公
民
館
に
卓

球
台
を
設
置

し
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
の

素
晴
ら
し
さ
を

発
信
し
て
は
ど

う
か
。

山
本
市
長　
常
設
の
展
示
は
難
し

い
が
、
期
間
限
定
の
展
示
は
可
能

な
の
で
天
童
木
工
の
理
解
を
も

ら
っ
て
考
え
た
い
。

相
澤
教
育
長　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
は
、
公
民
館
だ
よ
り
で
紹
介
す

る
な
ど
、
普
及
に
寄
与
し
な
が

ら
、
地
域
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
、
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
卓
球
台
は
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な

が
ら
、
必
要
な
と
こ
ろ

　

地
域
の
産
業
を
守

り
、
伝
統
文
化
を
継
承

し
、
本
市
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
安
定
し

た
税
収
と
財
源
を
確
保

し
、
生
産
年
齢
人
口
を

増
加
さ
せ
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

衰
退
、
高
齢
化
社
会
な
ど
の
日
本

を
取
り
巻
く
環
境
悪
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
山
形
空
港
を
活
用
し
た
農
産
物

の
輸
出
、
国
内
外
の
技
術
者
や
農

業
に
関
心
の
あ
る
学
生
、
若
者
の

留
学
や
就
労
ビ
ザ
申
請
の
規
制
緩

和
、
耕
作
放
棄
地
再
利
用
の
た
め

の
土
地
取
得
と
耕
作
権
の
規
制
緩

和
や
減
免
な
ど
、
農
業
を
中
核
と

し
た
生
産
か
ら
消
費
・
育
成
ま
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
特
区
が

必
要
だ
と
思
う
。

　
ま
た
、
人
材
不
足
の
分
野
に
就

労
ビ
ザ
な
ど
の
緩
和
に
よ
る
特
区

で
、
外
国
人
の
力
を
取
り
入
れ
、

持
続
可
能
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
は
ど
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
行

政
、
議
会
で
の
勉
強
会
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。
市
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
市
に
お
い
て
特
区

の
活
用
は
必
要
な
く
、
今
後
と
も

農
業
委
員
会
、
天
童
市
農
業
協
同

に
は
整
備
し
て
い
き
た
い
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と

天
童
高
原
の
整
備

　
天
童
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
川
原
子

コ
ー
ス
は
、
公
認
コ
ー
ス
で
あ

り
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
自
然
と

一
体
と
な
り
楽
し
め
る
。
整
備
し

だ
い
で
は
日
本
一
に
成
り
得
る
。

利
用
者
か
ら
は
、
河
川
下
流
の
方

に
１８
ホ
ー
ル
増
設
の
要
望
も
あ

り
、
今
後
、
整
備
を
含
め
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
天
童
高
原
ス
キ
ー
場
の
ハ
ヤ
ブ

サ
コ
ー
ス
の
最
初
の
降
り
場
が
少

し
急
で
あ
る
。
初
心
者
で
も
滑
れ

る
よ
う
に
、
圧
雪
車
が
通
れ
る
幅

で
良
い
の
で
土
を
移
動
し
て
緩
斜

面
に
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
３６
ホ
ー
ル
へ
の
拡
幅

は
、
将
来
的
に
は
造
っ
て
い
き
た

い
。
現
在
、
新
た
な
コ
ー
ス
整
備

計
画
は
な
い
が
、
利
用
状
況
を
見

極
め
、
必
要
に
応
じ
て
河
川
管
理

者
の
県
と
協
議
す
る
。
ま
た
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
出
来

る
こ
と
か
ら
解
決
し
て
い
く
。

　
天
童
高
原
ス
キ
ー
場
ハ
ヤ
ブ
サ

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
降
雪
後
緩

斜
面
に
す
る
た
め
圧
雪
車
で
迂
回

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
。

組
合
と
連
携
し
な
が
ら
耕
作
放
棄

地
の
解
消
や
後
継
者
育
成
に
努
め

て
い
く
。
介
護
職
員
や
保
育
士
の

確
保
が
大
変
で
、
特
定
の
職
種
に

つ
い
て
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
外
国
人
労
働
力

で
確
保
し
た
い
と
い
う
具
体
的
要

望
は
な
く
、
外
国
人
労
働
力
確
保

の
た
め
規
制
緩
和
に
向
け
た
特
区

申
請
は
考
え
て
い
な
い
。
山
形
空

港
を
活
用
し
た
農
産
物
の
輸
出
に

つ
い
て
は
、
庁
内
で
勉
強
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

積
極
的
な

異
文
化
交
流
を

　
外
国
人
と
の
垣
根
を
減
ら
し
て

い
く
た
め
に
も
、
異
文
化
交
流
を

活
発
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。
例
え
ば
市
内
の
小
・
中

学
校
で
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と

し
て
外
国
人
の
方
に
母
国
の
文
化

を
紹
介
し
て
も
ら
う
の
も
手
と
思

う
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
現
在
、
外
国
語
教
育

に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。
外
国
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
と
思
う
の
で
、
是
非
教
育
委

員
会
に
話
を
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
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りんごっこの子どもたちの様子

親子でにぎわう「げんキッズ」

健康都市日本一のための取り組みは

子育て支援施設に関する住民訴訟の影響は

山
やま
口
ぐち
桂
けい
子
こ
議員

山
やま
崎
ざき
　 諭

さとし
議員

　
三
期
目
の
公
約
と
し
て
掲
げ
る

健
康
都
市
日
本
一
を
具
体
的
に
す

る
た
め
に
、
新
し
い
施
策
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
お
い

て
、
事
業
の
内
容
を
心
身
と
も
に

健
康
に
な
る
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
を

つ
け
る
事
業
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
本
市
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

山
本
市
長　
健
康
都
市
の
創
造
と

し
て
第
七
次
天
童
市
総
合
計
画
の

策
定
の
中
で
、
さ
ら
な
る
市
民
の

健
康
増
進
の
た
め
の
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
す
こ
や
か
Ｍｙ
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
定
着
を
目
標
に
積
極
的
に
推

進
し
、
健
康
づ
く
り
講
演
会
等
も

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
に
な
る
よ
う
拡

大
し
て
い
く
。

　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
年
１０
月
市
内
の
公
共
施
設

全
て
が
建
物
内
禁
煙
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
多
方
面
に

対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
助
成
を

　
手
厚
い
乳
幼
児
支
援

　
芳
賀
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
に
建
設
さ
れ

た
子
育
て
支
援
施
設

「
げ
ん
キ
ッ
ズ
」
の
用

地
購
入
に
関
し
て
、
平

成
２６
年
２
月
に
１
人
の

市
民
が
山
形
地
方
裁
判
所
に
住
民

訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の
概
要

は
、
用
地
購
入
の
際
の
契
約
に
瑕

疵
が
あ
り
、
値
段
も
割
高
に
買
っ

た
も
の
。
適
正
価
格
よ
り
高
く

買
っ
た
分
の
５
２
３
７
万
８
９
５

０
円
を
損
害
と
し
て
、
そ
の
支
払

い
を
市
長
に
対
し
て
請
求
す
る
よ

う
求
め
た
も
の
。
判
決
は
、
原
告

の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
の
市
長
の
所
見
と
２
年
６
カ

月
に
も
わ
た
っ
た
裁
判
に
よ
っ
て

市
が
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

山
本
市
長　
市
と
し
て
は
、
一
貫

し
て
、
売
買
代
金
決
定
に
際
し
て

の
手
続
的
瑕
疵
は
存
在
せ
ず
、
購

入
額
も
妥
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

主
張
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
８

月
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、
本

市
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
市
へ
の
影
響
と

し
て
は
、
訴
訟
代
理
人
と
な
っ
た

弁
護
士
へ
の
費
用
の
支
出
の
ほ

と
取
組
み
と
し
て
マ
マ
＆
チ
ャ
イ

ル
ド
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
に

よ
る
相
談
強
化
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

の
費
用
助

成
を
乳
幼

児
に
も
取

り
入
れ
る

考
え
は
な

い
の
か
。

　
市
と
市
民
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
電
子

母
子
手
帳
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
マ
マ
＆
チ
ャ
イ
ル
ド

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
妊
産
婦

の
不
安
解
消
の
た
め
電
話
相
談
や

家
庭
訪
問
等
を
強
化
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
乳

幼
児
に
対
す
る
発
熱
を
指
標
と
し

た
発
病
の
阻
止
効
果
が
低
い
こ
と

な
ど
か
ら
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た

上
で
検
討
し
て
い
く
。

　
電
子
母
子
手
帳
に
つ
い
て
は
、

提
供
上
の
内
容
や
個
人
情
報
の
管

理
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
の

で
、
導
入
に
つ
い
て
は
調
査
研
究

し
て
い
く
。

か
、
裁
判
期
間
中
、
多
く
の
職
員

が
、
通
常
業
務
に
加
え
、
裁
判
対

応
の
た
め
の
資
料
作
成
、
弁
護
士

と
の
打
合
わ
せ
、
裁
判
所
へ
の
出

廷
等
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
、
そ

う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
財
政
的

に
も
人
的
に
も
大
き
な
負
担
に

な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
行
の
住
民
訴
訟
制
度
に
お
い

て
は
、
弁
護
士
費
用
な
ど
の
裁
判

に
要
す
る
経
費
は
、
市
民
が
納
め

た
税
金
を
も
っ
て
そ
の
財
源
に
充

て
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
負

担
の
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
様
々

な
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
行
政
側
が
常
に
緊

張
感
を
持
っ
て
行
政
運
営
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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新たな工業団地の整備と農業を
取り巻く環境

学校のトイレを洋式トイレに

渡
わた
辺
なべ
博
ひろ
司
し
議員

三
み
宅
やけ
和
かず
広
ひろ
議員

　
若
者
に
と
っ
て
故
郷
の
就
職
先

が
少
な
く
、
故
郷
に
定
住
を
希
望

す
る
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
学
校
の
複
式
学
級
化
が

懸
念
さ
れ
る
寺
津
地
区
と
人
口
減

少
が
進
む
高
擶
地
区
に
、
人
口
増

に
よ
る
活
性
化
を
促
す
た
め
に
も

天
童
市
南
西
部
の
開
発
を
必
要
と

考
え
る
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
天
童
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
は
今
年
度
の
完
成
を
予
定
し

て
お
り
、
今
後
も
企
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
場
の
創
出
と
定
住
人
口

の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
工
業
団
地
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
工
業
団
地
整
備

の
有
無
は
別
と
し
て
、
天
童
市
南

西
部
は
非
常
に
便
利
で
大
変
素
晴

ら
し
い
地
域
に
は
間
違
い
な
い
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
、
農
業
の
担
い
手
の
減
少
等

の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
農
業

後
継
者
の
確
保
及
び
育
成
が
必
要

で
あ
る
。
地
産
地
消
の
推
進
や
食

料
自
給
率
の
向
上
、
６

次
産
業
化
の
推
進
の
観

点
か
ら
米
粉
を
利
用
し

た
取
り
組
み
を
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
考
え

を
伺
い
た
い
。

　
文
部
科
学
省
は
全
国

の
公
立
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
便
器
の
実

態
調
査
の
結
果
を
公
表

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と

洋
式
便
器
の
割
合
は
全

国
平
均
で
約
４３
㌫
で
あ
る
。

　
商
業
施
設
の
ト
イ
レ
は
ど
こ
で

も
洋
式
が
当
た
り
前
、
家
庭
で
も

多
く
が
洋
式
に
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
洋
式
の
割
合
が
４０
㌫

程
度
と
い
う
学
校
の
状
況
は
社
会

の
流
れ
に
遅
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
達
は
長
い
時
間
を
学
校

で
過
ご
す
。
し
か
も
、
ト
イ
レ
は

誰
で
も
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
進
め
る
こ
と
は
喫
緊
の
課

山
本
市
長　

農
業
後
継
者
の
確

保
・
育
成
は
本
市
農
業
の
持
続
的

な
発
展
を
図
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
り
、
機
械
・
施
設
等
の
導
入
支

援
、
青
年
就
農
給
付
金
の
給
付
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
場
産
米
の
米
粉
を
活
用
し
た
地

産
地
消
や
６
次
産
業
化
の
さ
ら
な

る
推
進
の
た
め
に
、
有
利
な
補
助

事
業
等
の
情
報
を
収
集
し
、
米
粉

の
利
用
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康

づ
く
り
日
本
一
へ
の
挑
戦

　
市
体
育
協
会
の
基
本
方
針
で
も

あ
る
市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
体
力
や
年
齢
に
応
じ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
す

る
・
見
る
・
支
え
る
の
３
つ
の
柱

が
連
動
し
、
感
動
を
味
わ
う
こ
と

で
、
や
る
気
、
元
気
を
起
こ
す
原

動
力
と
な
る
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
団

体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
方
針
を
伺

い
た
い
。

山
本
市
長　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
３

チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
推
進
協
議
会
を
核

と
し
て
積
極
的
な
支
援
を
継
続
、

強
化
し
て
い
き
た
い
。

題
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
予
定
か
。

相
澤
教
育
長　
本
市
の
洋
式
化
率

は
小
学
校
で
３４
・
８
㌫
、
中
学
校

で
５５
・
６
㌫
、
全
体
で
４０
・
９
㌫

と
な
っ
て
お
り
、
小
学
校
で
の
洋

式
化
促
進
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
改
修
方
針
や

優
先
順
位
等
を
明
確
に
し
た
上

で
、
年
次
計
画
に
よ
り
洋
式
化
を

進
め
て
い
き
た
い
。

啓
発
運
動
と
連
動
し
た

市
庁
舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

　
国
な
ど
が
実
施
す
る
様
々
な
啓

発
運
動
や
、
本
市
が
進
め
る
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
ス
リ
ー
ス
マ
イ
ル
運
動

と
連
動
し
て
、
市
庁
舎
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
市
民
の
意
識
高
揚
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
モ
ン

テ
デ
ィ
オ
山
形
の
試
合
に
あ
わ
せ

モ
ン
テ
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
、
市
民
挙
げ
て
応
援
す
る
姿
を

市
内
外
に
示
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
市
民
の
意
識
高
揚
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
は
難

し
い
課
題
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の

方
策
と
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ

る
啓
発
は
非
常
に
効
果
が
あ
る
と

思
う
。
今
後
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

（内訳）
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天童の教育をさらによくするために

松
まつ
田
だ
光
みつ
也
や
議員

結
ゆう
城
き
義
よし
巳
み
議員

　
近
年
の
社
会
構
造
・
就
業
構
造

等
の
変
化
に
よ
り
、
小
学
校
就
学

前
の
教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
て
お
り
成
育
環
境
の
改
革

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
国
の
認
定

こ
ど
も
園
法
の
制
度
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
新
制
度
が
施
行
さ
れ
た
が
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
成
生
児
童
館
は
築
４５
年

で
老
朽
化
し
て
お
り
、
地
域
か
ら

も
毎
年
改
築
の
要
望
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
年
々
成
生
小
学
校
の
入

学
児
童
数
が
増
え
て
お
り
、
社
会

ニ
ー
ズ
に
合
う
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
改
築
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

山
本
市
長　
本
市
に
お
い
て
、
共

稼
ぎ
世
帯
の
増
加
や
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
に
伴
い
、
保
育
需
要
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

現
状
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
、

認
可
保
育
施
設
の
受
け
入
れ
可
能

枠
の
拡
大
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
保
育
環
境
の
整
備
に

優
先
的
に
取
り
組
み
、

就
学
前
の
子
ど
も
の
成

育
環
境
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
る
。

　
教
育
基
本
法
等
が
改

正
さ
れ
た
が
、
教
育
の

一
般
行
政
か
ら
の
独
立

性
が
守
ら
れ
る
の
か
心

配
で
あ
る
。
そ
の
対
応

と
し
て
、
教
育
委
員
定

数
を
８
人
と
し
、
教
育
長
を
含
め

９
人
の
合
議
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
あ

る
程
度
の
学
力
が
付
い
た
子
ど
も

達
に
は
、
能
力
の
限
界
ま
で
伸
ば

す
教
育
も
必
要
で
あ
る
。
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
目
指
す
子
ど
も
達
が
い
て

も
良
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
達
の
い
じ
め
や
言
葉
の

乱
れ
、
物
事
を
深
く
考
え
な
い
人

間
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
現
在
の

社
会
問
題
で
は
な
い
の
か
。
社
会

教
育
活
動
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

三
者
相
互
の
連
携
協
力
が
大
切
で

あ
る
が
、
現
状
は
十
分
で
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

相
澤
教
育
長　
教
育
委
員
を
８
人

に
増
員
す
る
こ
と
や
公
募
の
考
え

は
な
い
。
ま
た
現
在
の
４
人
で
教

育
の
独
立
性
は
保
て
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
本
市
の
子
ど
も
達
の
学
力
は
、

ほ
ぼ
全
国
平
均
並
み
で
推
移
し
て

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど

も
園
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
は
、
教
育
と
保
育

を
一
体
的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
お
い
て
特
色
あ
る
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
施
設
の
充

実
に
努
め
た
い
。

　
成
生
児
童
館
は
、
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
し
、
施
設
の
安
全
性
に

つ
い
て
は
十
分
に
確
保
を
し
て
い

る
が
、
築
４５
年
と

老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
将
来

的
な
運
営
形
態
と
し
て
、
地
域
の

教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
施
設
と
し
て
、
認
定

こ
ど
も
園
が
望
ま
し
い
。
地
域
の

保
護
者
の
理
解
な
し
で
は
進
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
本

市
の
考
え
を
示
し
な
が
ら
整
備
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
目
指
す
よ

う
な
特
別
な
能
力
の
あ
る
子
ど
も

を
育
て
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る

が
、
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
子

ど
も
達
に
対
し
て
も
十
分
な
手
当

て
を
す
る
の
が
公
教
育
で
あ
る
。

　
い
じ
め
問
題
等
本
市
で
抱
え
て

い
る
課
題
は
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
市
立
公

民
館
が
中
心
に
な
っ
て
、
学
校
、

家
庭
の
理
解
、
相
互
の
連
携
を
一

層
高
め
て
、
子
ど
も
を
地
域
全
体

で
育
む
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

薪た
き
ぎ
の
う

能
に
よ
る
活
性
化
を

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
６
に
お
い
て
、
明
治
大
学
の

土
屋
恵
一
郎
学
長
か
ら
、
将
棋
と

能
を
結
び
つ
け
た
「
薪

た
き
ぎ

能の
う

」
の
創

作
公
演
に
つ
い
て
提
言
が
あ
っ

た
。
市
活
性
化
の
た
め
に
実
現
し

て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
土
屋
学
長
か
ら
将
棋

を
題
材
と
し
た
創
作
能
の
提
案
が

あ
り
、
斬
新
さ
を
感
じ
た
。
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
で

き
る
が
、
参
加
者
や
準
備
期
間
、

費
用
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題
が

数
多
く
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

社会のニーズに合う育成環境について
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就学援助入学準備金　早めの支給を

市のスポーツセンターの更なる拡充を

石
いし
垣
がき

昭
しょう

一
いち
議員

狩
か
野
の
佳
よし
和
かず
議員

　
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
を
入

学
前
に
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
三
期
目
の
公
約
と
し
て
掲
げ

る
健
康
都
市
日
本
一
を
具
体
的
に

す
る
た
め
に
、
新
し
い
施
策
と
し

て
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

相
澤
教
育
長　
現
在
、
新
入
学
学

用
品
の
支
給
時
期
は
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
生

の
６
月
に
支
給
し
て
い
る
が
、
準

要
保
護
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
校

へ
の
入
学
準
備
金
と
し
て
の
支
給

を
平
成
２９
年
度
入
学
対
象
者
か
ら

入
学
前
の
３
月
支
給
を
考
え
て
い

る
。

　
し
か
し
、
小
学
校
へ
の
入
学
準

備
金
の
支
給
は
、
対
象
と
な
る
保

護
者
へ
の
周
知
等
の
事
務
手
続
に

要
す
る
期
間
が
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
２９
年
度
は
こ
れ
ま
で
通
り
６

月
支
給
と
し
、
平
成
３０
年
度
入
学

対
象
者
か
ら
は
、
入
学
前
の
支
給

を
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の

保
護
者
負
担
軽
減
を

　
子
ど
も
の
貧
困
の
深

刻
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
食
を
め
ぐ
っ

　
昨
今
、
市
民
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
は
盛
ん

で
、
尚
且
つ
多
種
多
様

に
及
ん
で
い
る
。
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
拡

充
を
希
望
す
る
。
①
冬
季
の
屋
外

競
技
の
場
所
の
確
保
の
た
め
に
、

屋
内
外
に
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

の
競
技
が
可
能
な
全
天
候
型
・
開

閉
式
の
ド
ー
ム
型
の
、
多
目
的
屋

内
運
動
場
を
整
備
す
べ
き
。
②

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
人
口
は
全
国
的
に

急
増
し
て
い
る
。
全
国
大
会
も
出

来
る
公
認
コ
ー
ス
を
４
コ
ー
ス
整

備
す
べ
き
。
③
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
屋
内
型
の
市
民
プ
ー

ル
を
整
備
す
べ
き
。

山
本
市
長　
①
屋
内
コ
ー
ト
は
冬

期
間
の
特
に
夕
方
が
込
み
合
っ
て

い
る
が
日
中
や
月
曜
日
は
空
い
て

い
る
。
県
総
合
運
動
公
園
の
多
目

的
コ
ー
ト
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
新
た
な
多
目
的
運
動
場
の
整
備

計
画
は
な
い
。
②
現
在
の
と
こ
ろ

新
た
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

計
画
は
な
い
。
③
市
総
体
の
水
泳

競
技
は
県
総
合
運
動
公
園
の
屋
外

プ
ー
ル
で
実
施
し
て
い
る
。
他
に

年
間
利
用
で
き
る
温
水
型
屋
内

プ
ー
ル
が
あ
り
、
天
童
ス
イ
ミ
ン

て
、
ま
と
も
な
食
事
は
給
食
だ

け
。
ま
た
、
給
食
費
の
未
納
も
増

え
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
全

国
２
割
の
自
治
体
で
何
ら
か
の
保

護
者
負
担
軽
減
を
実
施
し
て
い

る
。
義
務
教
育
は
無
償
と
い
う
立

場
か
ら
、
本
市
で
も
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
学
校
給
食
法
で
は

施
設
の
整
備
費
、
修
繕
費
、
人
件

費
な
ど
は
市
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
経
費

で
あ
る
光
熱
水
費
や
食
材
費
は
保

護
者
が
負
担
す
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
は
食
材
費
の
み

の
負
担
で
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
全
国
的
に
給
食

費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
今
後
の

給
食
費
軽
減
の
全
国
的
な
動
き
を

見
な
が
ら
、
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
等
を
調
査
・
研
究
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

グ
ス
ク
ー
ル
や
ビ
ー
フ
リ
ー
の

プ
ー
ル
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

プ
ー
ル
の
整
備
計
画
は
な
い
。

交
通
弱
者
の
交
通
手
段

の
確
保
の
拡
充
を

　
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
の
た
め

に
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に

は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
ド
モ
ス

の
利
用
券
、
バ
ス
の
定
期
券
購
入

券
を
１
年
限
り
で
な
く
複
数
年
に

拡
充
す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
国
道
１３
号
東
側
の
高
校

生
等
市
民
が
、
国
道
１３
号
を
渡
ら

ず
安
全
に
市
営
バ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
発
着
地
点
を
県
総
合

運
動
公
園
に
延
長
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
県
内
で
は
、
多
く
の

自
治
体
が
１
回
限
り
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

１
割
引
き
、
バ
ス
事
業
者
が
１
カ

月
１
万
円
の
定
期
券
の
販
売
な

ど
、
事
業
者
で
も
支
援
策
を
行
っ

て
お
り
、
現
行
の
通
り
返
納
時
の

み
と
し
た
い
。

　
市
営
バ
ス
は
委
託
事
業
者
の
山

交
バ
ス
と
の
協
議
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
費
用
の
３０
㌫
を
負
担

し
て
い
る
寒
河
江
市
と
の
協
議
も

必
要
な
た
め
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
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子育て支援宣言でいっそうのアピールを
伊
い
藤
とう
和
かず
子
こ
議員

　
山
形
県
で
「
山
形
み

ん
な
で
子
育
て
応
援

団
」
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
が
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
本
市
の
情
報
が
少
な

く
、
古
く
、
消
極
的
だ
。
市
の
関

わ
り
、
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
子
育
て
支
援
日
本
一
を
め
ざ
す

天
童
市
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
言
葉

と
行
動
に
表
す
た
め
、
地
域
や
団

体
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
宣
言
す

る
と
と
も
に
、
企
業
が
仕
事
と
子

育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
「
子
育

て
支
援
宣
言
」
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
山
形
み
ん
な
で
子
育

て
応
援
団
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
有
効
に

活
用
し
て
き
た
と
言
え
な
い
。
今

後
、
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し

て
、
随
時
、
本
市
の
取
り
組
み
を

発
信
し
て
い
く
。

　
市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

は
、
各
自
治
体
で
様
々
な
方
法
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
様
々

な
立
場
の
方
々
の
子
育
て
支
援
に

対
す
る
思
い
を
集
め
、
発
信
す
る

こ
と
は
、
子
育
て
支
援
日
本
一
を

目
指
す
本
市
と
し
て
、
市
内
外
に

向
け
た
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
、

市
民
の
子
育
て
支
援
へ
の
機
運
の

醸
成
に
も
結
び
つ
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
、
宣
言
の
事
例
も
参
考

に
、
市
全
体
で
子
育
て
支
援
を
発

信
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
児
童
福
祉
審
議
会
の
中
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
現
状
と

市
民
へ
の
周
知
を

　
誰
に
で
も
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
設
置
の
現

状
は
。

山
本
市
長　
市
が
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
公
共
施
設
５３
カ
所
に
５８

台
で
、
設
置
場
所
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
民
間

事
業
者
の
設
置
状
況
は
一
般
財
団

法
人
日
本
救
急
医
療
財
団
へ
の
登

録
状
況
で
は
介
護
施
設
な
ど
約
７０

カ
所
以
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
登

録
事
業
所

も
市
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て

い
き
た
い
。

議 会 の う ご き
■１１月
　１日　山形県市議会議長会事務局長会議（天童市／議長・

局長）
　１日　農業委員と農業振興懇談会・懇親会（経済建設常

任委員）
　２日　東北市議会議長会理事会（議長・局長）
　４日　議会運営委員会
　５日　天童ラ・フランスマラソン２０１６
　７日～８日　ラ・フランストップセールス（大阪／議長）
　７日～１０日　議会報告・意見交換会（市内１２会場）
　８日　岩手県遠野市議会行政視察
　９日　広報委員会視察調査（東根市／広報委員）
　９日　山形県市議会議長会議会報研修会（村山市／広報

委員）
　９日　愛知県安城市議会行政視察
　１０日　埼玉県新座市議会行政視察
　１５日　市長要請環境福祉常任委員会
　１５日　第１３６回山形県市議会議長会総会（長井市／議長・

副議長・局長）
　１６日　全国市議会議長会　第１５７回産業経済委員会（東

京／議長・局長）
　１７日　市長要請各派代表者会
　１７日　宮城県川崎町議会行政視察
　１８日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　議会運

営委員会（組合議員）
　１８日　天童市交通安全推進協議会（議長）
　２１日　山形県市議会議長会　県知事及び県議会議長への

要望運動（山形県庁／議長・局長）
　２１日　埼玉県川口市議会行政視察
　２２日　市長要請経済建設常任委員会

　２２日　市長要請環境福祉常任委員会
　２２日　三市二町正副議長懇談会（山形市／議長・副議長・

局長）
　２９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会　全員協

議会・定例会

■１２月
　１日　議会運営委員会
　１日　各派代表者会
　８日　広報委員会
　８日～２２日　第４回市議会定例会
　２０日　市長要請環境福祉常任委員会
　２１日　議会運営委員会
　２２日　市長要請総務教育常任委員会
　２２日　広報委員会

■１月
　４日　新春賀詞交歓会
　６日　広報委員会
　１１日～１２日　議会運営委員会先進地視察（和光市、厚木市）
　１３日　広報委員会
　１６日　市長要請経済建設常任委員会
　１８日～２０日　清新会先進地視察（横須賀市、三島市、沼

津市）
　２４日～２６日　政和会先進地視察（東松山市、清瀬市、柏市）
　２５日　東根市議会との議員懇談会（東根市／議長、副議

長、各委員長）
　２７日　村山市議会との議員懇談会（議長、副議長、各委員長）
　３１日　全国市議会議長会　第１５８回産業経済委員会（東

京／議長・局長）
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予算特別委員会

平成２８年度一般会計補正予算

国の経済対策による
　補正予算前倒し整備

１０億８２９５万４０００円を増額補正し
２８３億６７１６万６０００円に

学
校
環
境
を

前
倒
し
で
整
備

委
員　
小
学
校
施
設
整
備
工
事
費

４
億
２
６
８
９
万
４
０
０
０
円
の

内
容
及
び
工
事
の
時
期
は
。

教
育
次
長　
天
童
北
部
、
蔵
増
及

び
長
岡
小
学
校
の
３
校
で
空
調
設

備
の
改
修
を
行
う
。
平
成
２９
年
９

月
ま
で
に
工
事
完
了
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
擶
小
の
プ
ー
ル

改
修
、
長
岡
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

学
校
行
事
等
で
の
使
用
期
間
終
了

後
に
工
事
を
開
始
し
た
い
。

愛
宕
沼
周
辺
等
を
整
備

委
員　
天
童
古
城
地
区
の
整
備
に

要
す
る
経
費
約
２
億
４
８
７
１
万

円
の
工
事
内
容
は
。

都
市
計
画
課
長　
国
の
２
次
補
正

に
よ
り
平
成
２９
年
度
の
工
事
を
前

　
１２
月
８
日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
補
助
事
業
の
追
加
内
示
を
受

け
て
、
平
成
２９
年
度
の
事
業
を
前
倒
し
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
１２
月
２２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
県
の
補
助
を
活
用
し
た
福

祉
灯
油
助
成
金
に
つ
い
て
の
追
加
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

倒
し
し
て
整
備
す
る
も
の
。

　
愛
宕
沼
の
千
夜
子
碑
周
辺
の
整

備
、
愛
宕
沼
下
の
駐
車
場
、
公
園

管
理
事
務
所
の
移
転
新
築
、
天
童

古
城
地
区
内
の
案
内
板
、
腰
掛
庵

付
近
の
退
避
所
と
交
差
点
の
カ

ラ
ー
舗
装
、
都
市
計
画
道
路
山
形

老
野
森
線
の
松
並
木
と
バ
ス
停
ベ

ン
チ
を
整
備
す
る
も
の
。

天
童
南
駅
の

駐
輪
場
の
整
備

委
員　
芳
賀
地
区
の
整
備
に
要
す

る
経
費
約
６
３
５
万
円
の
工
事
内

容
は
。

都
市
計
画
課
長　
Ｊ
Ｒ
天
童
南
駅

の
駐
輪
場
を
整
備
す
る
も
の
。
当

初
予
算
の
６０
台
に
今
回
補
正
の
４０

台
を
追
加
し
、
合
計
で
１
０
０
台

分
整
備
す
る
も
の
。
な
お
、
駅
前

広
場
の
完
成
時
期
は
平
成
２９
年
９

月
末
の
予
定
。

一般会計補正予算（第４号及び
第５号）のあらまし

補正額　１０億８２９５万４０００円
主な内容� （単位：万円）
経済対策臨時福祉給付金システム
改修業務委託料 ３２４

経済対策臨時福祉給付金 １億７，２５０
障がい児の一般福祉に要する経費 ８７１
障がい児通所支援の給付に要する経費 ４，０１８
保育所等整備事業費補助金 ３，３９０
放課後児童クラブ施設整備工事費 ４３２
斎場の管理運営に要する経費修繕費 ２９２
天童市民病院事業会計負担金 １億６，３０１
道路の管理に要する経費 １億１，８６０
天童古城地区の整備に要する経費 ２億４，８７１
芳賀地区の整備に要する経費 ６３５
小学校施設整備工事費 ４億２，６８９
美術館施設整備工事費 ２８６
福祉灯油助成金 １，１５０

児
童
増
加
に
と
も
な
い

ク
ラ
ブ
を
増
設

委
員　
工
事
費
用
約
４
３
２
万
５

０
０
０
円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
利
用
児
童
が

増
加
し
て
い
る
天
童
南
部
、
成

生
、
津
山
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
、
仮
設
の
ユ
ニ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
を
設
置
し
、
平
成
２９
年
度
か

ら
対
応
し
て
い
く
。
工
事
費
用

は
、
こ
の
内
、
天
童
南
部
、
津
山

の
両
施
設
を
支
障
な
く
利
用
す
る

た
め
、
既
存
の
建
物
に
出
入
り
口

や
渡
り
廊
下
を
設
け
る
た
め
の
費

用
で
あ
る
。

美
術
館
施
設
整
備

工
事
費

委
員　
工
事
費
２
８
６
万
円
の
内

容
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
７
月
３０
日

の
落
雷
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
２

階
展
示
室
の
照
明
調
光
設
備
の
基

盤
、
地
デ
ジ
ア
ン
テ
ナ
ブ
ー
ス

タ
ー
、
収
蔵
庫
の
照
明
が
破
損

し
、
交
換
を
必
要
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
年
度
内
の
復
旧
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
照
明
は
白
熱
球
を

使
用
し
て
い
た
が
、
電
気
消
費
量

が
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
す
る
予

定
で
あ
る
。
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　現固定資産評価審査委員会委員の矢野
美佐子氏（交り江）が、平成２８年１２月１４
日をもって任期満了となることに伴い、
再び同氏を選任することに同意しまし
た。

　情報公開・個人情報保護審査会委員が平
成２８年１２月３１日をもって任期満了となるこ
とに伴い、半田稔氏（山形市）と中島宏氏
（山形市）と山川晴美氏（東本町）を再任
し委嘱することに同意しました。

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

情報公開・個人情報保護審査会
委員の委嘱に同意

提出された議案とその結果
平成２８年度第４回市議会定例会に提出された議案とその結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第２６号 平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第２７号 平成２８年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第２８号 平成２８年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第２９号 平成２８年度天童市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３０号 平成２８年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３１号 平成２８年度天童市水道事業会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３２号 平成２８年度天童市民病院事業会
計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３３号 平成２８年度天童市公共下水道事
業会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号
天童市特別職に属する者の給与
に関する条例等の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３５号 天童市市税条例等の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第３６号
天童市農業委員会の委員及び農
地利用最適化推進委員の定数に
関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第３７号 荒谷西工業団地の分譲地の処分
について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３８号
市道清池南小畑線道路改良工事
（第５工区）請負契約の締結に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第３９号 交通事故に係る損害賠償の額の
決定について

原案可決
（全会一致）

議第４０号 天童市情報公開・個人情報保護
審査会委員の委嘱について

同　意
（全会一致）

議第４１号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　意
（全会一致）

議第４２号 平成２８年度天童市一般会計補正
予算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
委 員 会
提出議案
第 ２ 号

軽油引取税の課税免除特例措置
の継続を求める意見書の提出に
ついて

原案可決
（全会一致）

《委員会提出議案》

議案番号 件　　　　　名 結　果

決 議 案
第 １ 号

天童市における指定暴力団浪川
会浪川総業の排除宣言に関する
決議について

原案可決
（全会一致）

《決議案》

東
根
市
外
二
市
一
町

共
立
衛
生
処
理
組
合

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
平
成
２８
年
１１
月
２９
日
に
組
合
議

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２８
年
度
の

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定
し
た
。

　
負
担
金
は
、
均
等
割
、
施
設
規

模
割
、
し
尿
処
理
量
割
（
平
成
２７

年
度
実
績
）、
ご
み
処
理
総
量
割

（
平
成
２７
年
度
実
績
）、
証
紙
事
業

（
ご
み
袋
代
等
）
な
ど
で
決
定
し

た
。平成２８年度構成市町負担金確定額

（単位：千円、％）
市町名 Ｈ２８年度 Ｈ２７年度 前年比
天 童 市 ３０８，９７０ ３２３，２５０ ９５．６
東 根 市 ２５８，０９７ ２７０，６３６ ９５．３
村 山 市 １３５，２８３ １４２，５７５ ９４．９
河 北 町 １１４，６１１ １２２，２７９ ９３．７
合　計 ８１６，９６１ ８５８，７４０ ９５．１
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請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任委
員会で審査した後、本会議で採決が行われました。結果は
次のようになりました。

件　　　　名 提　出　者 付託委員会 結　　果

軽油引取税の課
税免除特例措置
の継続に関する
請願について

東北索道協会山形
地区部会
部会長　岡崎宏一

特定非営利活動法
人ＮＰＯ天童高原
理事長　工藤一夫

総務教育 採　　択
（全会一致）

工事発注時期の
平準化を求める
請願

天童市建設業同友会
会長 東海林松男 総務教育 採　　択

（全会一致）

意
見
書
の
提
出

　
１２
月
２２
日
に
総
務
教
育
常
任
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
提

出
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
、
意
見
書
を
直
ち
に
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

▼

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
特
例

措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　
道
路
の
使
用
に
直
接
関
係
が
な

い
機
械
等
に
使
わ
れ
る
軽
油
に
つ

い
て
設
け
ら
れ
て
い
る
軽
油
引
取

税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
（
以

下
「
免
税
軽
油
制
度
」
と
い
う
。）

が
、
平
成
３０
年
３
月
３１
日
で
廃
止

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
免
税
軽
油
制
度
は
、
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
３２
円
１０
銭
を
免
税
す
る

制
度
で
、
道
路
を
運
行
し
な
い
船

舶
、
鉄
道
、
農
林
業
用
機
械
、
製

造
業
用
機
械
な
ど
幅
広
い
事
業
の

動
力
源
の
用
途
な
ど
に
認
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
冬
の
観
光
を
支
え
て
き

た
天
童
高
原
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

は
、
ゲ
レ
ン
デ
整
備
の
た
め
に
使

用
す
る
圧
雪
車
、
降
雪
機
等
に
使

用
す
る
軽
油
が
免
税
と
な
っ
て
お

り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中

で
、
極
め
て
重
要
な
制
度
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
免
税
軽
油
制
度
が
廃
止
さ

れ
れ
ば
、
索
道
事
業
者
は
大
き
な

負
担
増
を
強
い
ら
れ
、
ス
キ
ー
場

の
経
営
維
持
が
困
難
で
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

本
市
の
農
林
水
産
業
及
び
観
光
の

経
済
全
般
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
農

林
水
産
業
や
観
光
産
業
等
幅
広
い

産
業
へ
の
影
響
を
鑑
み
、
免
税
軽

油
制
度
を
継
続
す
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

提
出
先
＝
内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

財
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

農
林
水
産
大
臣

決
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

天
童
市
に
お
け
る
指
定
暴
力
団

浪
川
会
浪
川
総
業
の
排
除
宣
言
に
関
す
る
決
議

暴
力
団
排
除
宣
言

　
議
会
最
終
日
の
１２
月
２２
日
に
「
天
童
市
に
お
け
る
指
定
暴
力
団
浪
川
会

浪
川
総
業
の
排
除
宣
言
に
関
す
る
決
議
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
天
童
市
鎌
田
地
区
に
は
、
指
定
暴
力
団
浪
川
会
浪
川
総

業
（
以
下
「
浪
川
総
業
」
と
い
う
。）
の
組
事
務
所
が
所
在
し
て

お
り
、
組
員
等
が
出
入
り
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　
浪
川
総
業
が
属
す
る
浪
川
会
の
前
身
で
あ
る
九
州
誠
道
会
は
、

九
州
地
方
に
お
い
て
道
仁
会
と
の
対
立
抗
争
を
起
こ
し
、
こ
の
抗

争
で
は
善
良
な
一
般
市
民
を
巻
き
添
え
に
し
た
事
件
が
発
生
し
て

い
る
。

　

浪
川
総
業
の
組
事
務
所
が
所
在
す
る
天
童
市
鎌
田
地
区
周
辺

は
、
小
中
学
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
将
来
、
抗
争

が
発
生
し
た
際
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。
ま
た
、
組
事
務
所
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
平
穏
な

日
常
生
活
と
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
早
急
に
組
事
務
所
の
撤
去
と
浪
川
総

業
を
解
散
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
平
和
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
天
童
市
民
の
切
実
な

願
い
で
あ
り
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
浪
川
総
業
の

存
在
は
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
、
天
童
市
民
の
代
表
で
あ
る
天
童
市
議
会
は
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
警
察
当
局
を
始
め
市
民
や
関
係
各
機

関
と
の
相
互
連
携
を
強
化
し
、
組
事
務
所
の
撤
去
と
浪
川
総
業
を

解
散
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
固
く

決
意
す
る
。

　
以
上
決
議
す
る
。�

平
成
２８
年
１２
月
２２
日　
天
童
市
議
会

てんどう市議会だより №15511



浅口市でＩＣＴ教育の説明を聴く

教
え
て
っ
す

ケケ
ロロ

先進地 に学ぶ
行政視察の報告

　議会では、常任委員会ごとに、先
進的で魅力ある施策を実施している
自治体などへの行政視察を行ってお
り、視察調査事項に関連する部署の
職員も同行しています。
　行政視察の成果は、市議会の中
で、本市が抱える行政課題や市への
提言等に反映され、今後のまちづく
りに活かされています。
　今回実施した行政視察の内容をご
報告します。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

１０
月
１１
日
～
１３
日

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

１０
月
１８
日
～
２０
日

《
広
島
県 

東ひ
が
し

広ひ
ろ

島し
ま

市
》

学
生
消
防
団
活
動

　
東
広
島
市
西
条
は
、
灘
・
伏
見

と
並
び
称
さ
れ
る
銘
醸
地
で
国
内

唯
一
の
酒
研
究
所
が
あ
り
人
口
約

１８
万
５
０
０
０
人
。

　
東
広
島
市
の
消
防
団
組
織
は
１０

方
面
隊
４６
分
団
で
１
６
３
７
人

（
欠
員
４５
人
）。
団
員
確
保
策
と
し

て
条
例
を
改
正
し
て
市
内
４
大
学

の
通
学
生
を
対
象
に
学
生
消
防
団

員
を
組
織
。
ま
た
、
就
職
活
動
を

支
援
す
る
た
め
認
証
状
を
交
付
し

て
い
る
。
現
在
２３
名
で
内
９
名
が

女
性
で
あ
る
。

　
他
の
取
組
み
と
し
て
消
防
団
員

招
集
シ
ス
テ
ム
構
築
や
加
入
促
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
作
成
等

で
団
員
確
保
を
図
っ
て
い
た
。
団

員
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
若
年
者
の

加
入
促
進
策
が
急
務
で
あ
る
。

《
広
島
県 

呉く
れ
市
》

ゆ
め
づ
く
り
地
域
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
呉
市
は
人
口
約
２３
万
１
０
０
０

人
の
瀬
戸
内
海
有
数
の
工
業
都
市

で
、
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
年

間
約
１
０
０
万
人
が
訪
れ
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は
地
域
力

の
向
上
と
協
働
型
自
治
体
へ
の
移

行
で
あ
り
、
具
体
的
取
組
み
と
し

て
市
民
視
点
を
持
っ
た
協
働
型
職

員
の
育
成
や
、
年
間
事
業
費
約
１

億
円
で
自
主
的
で
自
立
し
た
地
域

《
大
分
県 

別べ
っ

府ぷ

市
》

キ
ャ
ン
プ
地
へ
の
立
候
補

　
別
府
市
は
、
人
口
約
１２
万
２
０

０
０
人
で
、「
別
府
八
湯
」
と
呼

ば
れ
る
温
泉
群
が
点
在
し
、
温
泉

湧
出
量
・
源
泉
数
と
も
日
本
一
の

温
泉
都
市
で
あ
る
。
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
１
年
前
に
、

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ
れ
る
た

め
、
公
認
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
働

き
か
け
て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
効

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
交
付
金

を
支
給
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
率
が
高
く
自
治
会
役
員

の
担
い
手
不
足
も
あ
り
、
人
材
育

成
が
最
大
の
課
題
。
全
国
的
な
問

題
で
あ
る
が
地
域
へ
の
交
付
金
と

自
治
力
が
比
例
す
る
か
は
疑
問
で

あ
る
。

《
岡
山
県 

浅あ
さ

口く
ち

市
》

Ｉ※
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

　
瀬
戸
内
海
を
臨
む
自
然
豊
か
な

ま
ち
で
、
国
立
天
文
台
と
天
文
博

物
館
が
あ
り
本
州
唯
一
の
ア
ッ
ケ

シ
ソ
ウ
の
自
生
地
で
人
口
約
３
万

５
０
０
０
人
。

　
浅
口
市
の
教
育
目
標
は
「
地
域

づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
学
力
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
子
ど

も
の
学
び
を
全
力
サ
ポ
ー
ト
。
タ

果
と
し
て
、
報
道
関
係
者
や
フ
ァ

ン
が
滞
在
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
や

飲
食
の
利
用
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
広
告
効
果
及
び
海
外
か
ら

の
旅
行
者
も
見
込
ま
れ
る
。
各
種

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実

施
し
て
お
り
、
啓
発
事
業
な
ど

は
、
本
市
で
も
参
考
に
で
き
る
と

考
え
る
。

《
大
分
県 

大お
お
分い
た
市
》

芸
術
振
興
計
画

　
大
分
市
は
、
人
口
約
４７
万
９
０

０
０
人
で
、
大
分
平
野
の
中
心
に

位
置
す
る
商
業
都
市
で
あ
る
。

「
２
０
２
０
わ
く
わ
く
大
分
文
化・

芸
術
ゆ
め
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

ブ
レ
ッ
ト
は
、
各
小
中
学
校
の
教

育
面
か
ら
様
々
な
使
い
方
の
提
案

や
試
行
と
情
報
交
換
を
重
ね
、
教

員
が
操
作
に
慣
れ
る
期
間
を
経
て

導
入
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し
て
㈱

ベ
ネ
ッ
セ
に
委
託
、
学
力
向
上
と

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
他
に
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト

や
夏
休
み
を
短
縮
し
て
の
学
力

ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
な
ど
、
充
実

し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
本
市
に
お

い
て
も
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。

※��

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育　
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
や
電

子
黒
板
な
ど
情

報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
教
育
。

平成29年2月1日発行 12



大分市で文化・芸術振興プランの説明を聴く整備中の小牧山を視察

特集１

先進地 に学ぶ
常任委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

１０
月
１２
日
～
１４
日

《
和
歌
山
県 
橋は
し

本も
と

市
》

企
業
誘
致

　
橋
本
市
は
、
和
歌
山
県
北
東
端

に
位
置
す
る
人
口
約
６
万
４
０
０

０
人
の
高
野
山
の
北
の
入
口
に
あ

た
る
市
で
あ
る
。

　
紀
州
へ
ら
竿
・
パ
イ
ル
織
物
の

生
産
は
日
本
一
で
あ
る
。

　
企
業
誘
致
は
、
南
海
電
鉄
㈱
と

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
用
地
を
団
地
化

す
る
こ
と
で
平
成
１９
年
度
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
後
も
県
・
南
海
電
鉄

と
協
定
し
新
た
な
団
地
を
造
成
中

と
い
う
。

　
誘
致
企
業
３３
社
、
操
業
開
始
２６

社
。
そ
の
合
計
従
業
員
７
４
５
人

中
、
新
規
地
元
雇
用
３
０
８
人
。

雇
用
効
果
も
税
収
も
含
め
誘
致
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
大

阪
へ
の
人
口
の
流
出
を
止
め
ら
れ

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
自
前
の
産
業
創
出
こ
そ
が
地
方

創
生
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

《
三
重
県 

四よ
っ

日か

市い
ち

市
》

新
た
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

農
家
の
支
援

　
四
日
市
市
は
、
臨
海
部
は
大
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
内
陸
部
は
半

導
体
工
場
が
立
地
す
る
中
京
圏
有

数
の
産
業
都
市
で
あ
る
。
人
口
約

３１
万
２
０
０
０
人
の
大
商
業
都
市

で
も
あ
る
。

　
都
市
近
郊
型
農
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
ト
マ
ト
の
促
成
栽
培
、
い

ち
ご
栽
培
、
ま
た
市
西
部
の
山
麓

で
は
、
日
本
一
の
「
か
ぶ
せ
茶
」

を
生
産
し
て
い
る
。

　
農
業
従
事
者
は
減
少
を
続
け
て

お
り
、
そ
の
９
割
が
兼
業
、
経
営

面
積
も
小
規
模
で
あ
り
、
平
成
１６

年
度
か
ら
農
業
再
生
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
農
家
の
育
成
、
農
地
の
保
全
に

加
え
、
企
業
の
農
業
参
入
支
援
等

の
ア
グ
リ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
創
生
事

業
と
し
て
、
国
の
施
策
に
加
え
て

市
単
独
の
補
助
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　
そ
の
効
果
は
、
家
族
経
営
か
ら

脱
却
で
き
ず
施
設
・
機
械
整
備
が

進
ん
だ
に
過
ぎ
ず
、
経
営
セ
ン
ス

を
持
っ
た
農
家
の
育
成
が
課
題
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

《
愛
知
県 

小こ

牧ま
き

市
》

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

　
小
牧
市
は
、
名
古
屋
市
の
北
、

１５
㌔
㍍
に
位
置
す
る
人
口
約
１５
万

３
０
０
０
人
の
名
古
屋
都
市
圏
の

中
核
市
で
あ
る
。

　
東
名
・
名
神
・
中
央
高
速
自
動

車
道
と
名
古
屋
高
速
道
路
の
結
節

点
、
名
古
屋
空
港
を
抱
え
る
陸
空

の
交
通
拠
点
で
あ
る
。
製
造
品
出

荷
額
１
兆
４
０
０
０
億
円
の
内
陸

工
業
都
市
で
、
昼
夜
間
人
口
比
率

１
１
５
㌫
を
誇
る
。

　
自
治
体
間
競
争
に
負
け
ま
い
と

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
を
策
定

し
ブ
ラ
ン
ド
の
柱
と
な
る
子
育
て

の
充
実
と
観
光
資
源
と
し
て
小
牧

山
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

グ
ッ
ズ
販
売
や
絵
本
の
配
布
に
よ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
活
発

に
行
っ
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
・
住
宅
団
地
造
成
も

進
行
中
で
あ
り
、
そ
の
貪
欲
さ
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

多
種
多
様
な
文
化
・
芸
術
の
さ
ら

な
る
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

様
々
な
生
活
シ
ー
ン
に
文
化
・
芸

術
の
有
す
る
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に

活
か
す
こ
と
で
、
ま
ち
に
住
む
こ

と
を
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
各
種
団
体
が

活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
課

題
も
あ
り
、
団
体
の
新
た
な
メ
ン

バ
ー
の
確
保
や
後
継
者
の
育
成
、

質
の
向
上
、
資
金
の
確
保
な
ど
、

我
々
の
地
域
と
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
抱
え
て
い
た
。

《
大
分
県 

由ゆ

布ふ

市
》

温
泉
で
健
康
増
進

　
由
布
市
は
、
人
口
約
３
万
５
０

０
０
人
。
湯
布
院
地
域
に
は
保
養

温
泉
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。
平
成
２５
年
に
、
由

布
市
健
康
立
市
宣
言
を
行
い
、
健

康
都
市
構
築
に
向
け
た
健
康
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
に
、
湯
布
院
健
康
温
泉
館

「
ク
ア
ー
ジ
ュ
ゆ
ふ
い
ん
」
が
あ

り
、
水
着
で
運
動
浴
が
で
き
る

ゾ
ー
ン
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

な
ど
が
あ
り
、
水
中
運
動
教
室

や
、
各
種
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を

行
っ
て
い
た
。
本
市
の
ゆ
ぴ
あ
で

も
参
考
に
で
き
る
と
感
じ
た
。
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議
会
報
告
・

 
意
見
交
換
会

特集２　
９
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を
、
１１
月
７
日
か

ら
１０
日
ま
で
市
内
１２
カ
所
の
市

立
公
民
館
を
会
場
に
開
催
し
、

１
１
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
市
民
の
皆
様
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
議

会
・
議
員
に
対
す
る
ご
意
見
や

ご
要
望
等
は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
議
会
と
し
て
の
対
応
を
協

議
し
、
そ
の
対
応
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
貴
重
な
声
と
受
け

止
め
、
議
会
に
お
け
る
政
策
立

案
や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
長
等
に
文
書
で
提

出
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

（
簡
易
な
会
議
録
）
に
つ
い
て

は
、
市
立
公
民
館
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

１班 ２班寺津・津山・天童中部

４班 天童北部・長岡・干布３班 荒谷・高擶・山口

天童南部・成生・蔵増
伊藤和子、結城義巳、村山俊雄、
佐藤俊弥、熊澤光吏

石垣昭一、後藤和信、遠藤敬知、
遠藤喜昭、笹原隆義

水戸　保、山崎　諭、狩野佳和、
水戸芳美、三宅和広

伊藤護國、赤塚幸一郎、山口桂子、
松田光也、武田正二、渡辺博司

　
参
加
者
が
少
な
く
、
お
互
い
の
自

己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
膝
を
つ
き
あ

わ
せ
て
の
懇
談
と
な
っ
た
。

　
住
宅
団
地
や
側
溝
整
備
な
ど
の
地

域
課
題
や
、
市
の
施
策
の
進
捗
状
況

に
対
す
る
議
会
の
対
応
な
ど
へ
の
貴

重
な
意
見
や
叱
咤
激
励
も
あ
っ
た
。

　
請
願
の
扱
い
に
つ
い
て
、
議
会
と

し
て
の
役
割
、
議
員
と
し
て
の
資
質

を
問
わ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
声
も
聴

か
れ
た
。

　
参
加
者
を
増
や
す
議
会
と
し
て
の

努
力
が
課
題
と
さ
れ
た
。

　

議
会
報
告
会
に
お
け
る
参
加
者

は
、
固
定
化
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る

が
、
意
見
交
換
の
場
で
は
和
や
か
に

話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は
、
有
意
義

で
あ
っ
た
と
の
言
葉
も
あ
り
内
容
の

あ
る
報
告
会
と
な
っ
た
。

　
今
回
担
当
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
か
ら
出
さ
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
課
題
解
決
の
た
め
に
、
議
会
と

し
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

政
策
形
成
に
ど
う
生
か
し
て
行
く
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
た
。

　
９
回
目
と
な
る
今
回
は
、
各
地
区

の
文
化
祭
、
公
民
館
大
会
等
の
直
後

の
た
め
か
、
全
体
的
に
春
よ
り
も
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
。

　
３
会
場
と
も
周
辺
部
の
た
め
か
、

人
口
減
少
の
対
策
を
ど
う
考
え
る
の

か
が
共
通
の
話
題
だ
っ
た
。

　
都
市
計
画
に
よ
る
中
心
部
の
区
画

整
理
事
業
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
内

の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
、
周
辺

部
の
開
発
等
を
ど
う
考
え
る
の
か
と

各
議
員
に
質
す
地
区
も
あ
っ
た
。
終

了
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
聞
け

て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
今
後
の

参
考
に
し
た
い
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
成

生
・
蔵
増
地
区
と
も
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
議
会
報
告
会
で

あ
っ
た
。
特
に
地
域
振
興
の
あ
り
方

や
自
治
会
活
動
の
あ
り
方
、
運
営
の

仕
方
、
災
害
時
の
対
応
や
対
処
の
仕

方
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
話
題
が

多
く
出
さ
れ
、
近
年
の
異
常
水
害
や

地
震
に
対
す
る
備
え
な
ど
身
近
な
問

題
に
つ
い
て
の
切
実
な
課
題
が
話
し

合
わ
れ
、
防
災
防
備
対
策
が
望
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。
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議会・議員に対する意見・要望等（アンケートから抜粋）
議会報告・意見交換会の運営等
＊�参集者が増えるような手段を講ずることが必要と思慮さ
れます。

＊�議会報告会に参加人数が少なかったのは、残念でした。
　��各地区の町内会連合会の会長始め役員が出席するような
手立てをするよう連合会に働きかけてもらったらよいと
思います。
＊�議会報告を行う時資料は必要。
　��参加者が少ないなぜか？周知の仕方が悪いのか、知らな
いのか分かりませんが、せっかくの議会報告会多くの方
に参加できるよう周知の仕方をお考えください。
＊�初めての参加でしたが、解りやすくて良かったと思いま
す。
　��只、参加者が少なすぎて残念でした。
　��でも、よいことなので継続していただきたいと思います。
　��もっとアピール方法を工夫した方がよいのかもしれませ
ん。
＊�テーマが漠然となりがち。的を絞った議論（意見交換）
の方が具体的意見が出るのではないか。
＊�企画は大変よろしいのですが、域内住民の方々がもっと
多く出席していただければ、内容も充実すると思われま
すが残念です。
＊�他地区での参加者が少ないところもあるそうですが、大
勢参加している地区を参考にしてはどうか。（地区市議
の参加）
＊�報告、交換会への参加は初めてであったが、今後も是非
また参加したい。
＊�定例会（傍聴）には、何度か見に行ったことがあります。
難しくてわからないのですがおもしろい。
　��議員の皆様の意見交換を聞いていると「すごいなあ」と
思います。また、地区・市民のために、大変良く働いて
くださってるとありがたく思います。
　��これからもよろしくお願いいたします。

ア ン ケ ー ト
天童南部 天童中部 天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山

参
加
者
数

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計
４ １ ５ ３ ０ ３ １０ ０ １０ ２４ １ ２５ １５ １ １６ １ １ ２ ５ ０ ５
山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷 合　計 アンケート

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 回答数 回答率
１５ ０ １５ ７ ０ ７ １４ １ １５ ４ ０ ４ ３ ０ ３ １０５ ５ １１０ ９２ ８３．６％

評価する７８％

どちらとも
１８％

未記入３％評価しない１％

【評価（議員が直接市民と意見交換を行うこと）】

【参加回数について】 【時間について】
長い３％

ふつう８４％

短い１０％

【年齢について】
未記入３％

説明分かり
易い５６％

どちらとも
３２％

分かり難い
１％

未記入１１％

【分かりやすさ】

議会だより
２３％

市報２６％

公民館だより
２５％

議員誘い８％

公民館誘い
１１％

チラシ１％その他６％

【開催を何で知りましたか】

＊�意見交換会は１３時に。
＊�議員さん達の考えを直接聞く事ができて良かった。
＊�参加者がますます少なくなっている。市報、議会だより、
公民館報等で周知しているが関心がなくなっている。

　��各議員さんは後援会を組織していると思っております
が、この方面よりＰＲして欲しい。

＊�今回は参加人数が少なく残念に思いました。告知の方法
や声掛けなどをもう少し検討すべきだと思います。

　��参加議員の皆さんからは、分かりやすく丁寧な返答をい
ただき、大変充実した報告会だったと思います。

　��ぜひ、住みよい町づくりのために、今回の提案内容の実
現を期待しております。

＊�参加者が少なく、議会報告会は「誰のため、何のため」
やるのか。「誰が責任を持って、参加者を集めるのか」
初心にかえって見直しの必要を感じました。

＊�参加者動員をもう少し多くする必要はありませんか。強
制はできないでしょうが各町内会に呼び掛ける方法を考
えてみてはいかがでしょうか。

議員・議会への要望等
＊�市議会だよりが専門的で内容がわかりにくい。
　��具体的な意見交換会である。

市政への意見・要望等
＊�災害時の備蓄（学校、公民館）の状況。
　��河川対策は如何か。
＊�住みよいシルバー天童の実現をお願いします。
＊�ＡＥＤの普及　町内会公民館程度迄の設置を希望。
　��子どもたちの学校での躾（道徳）教育の充実、公園、道
路等ゴミ捨てが大変目につきます。ゴミ等を捨てるのが
子どもたちとは思いませんが、その辺も含めた道徳教育
を充実させたらどうかと思います。

未記入１％

はじめて２６％

２回目４４％

３回目２４％

４回目５％ ４０歳代２％

５０歳代７％

６０歳代６５％

７０歳代２１％

８０歳以上５％
未記入0％

てんどう市議会だより №15515
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３月定例会の日程（予定）
２月２８日（火） 本会議（初日）
３月２日（木） 予算特別委員会
　　３日（金） 本会議
　　６日（月） 本会議（一般質問）
　　７日（火） 本会議（一般質問）
　　８日（水） 常任委員会
　　９日（木） 常任委員会
　　１０日（金） 常任委員会
　　１３日（月） 予算特別委員会
　　１４日（火） 予算特別委員会
　　１５日（水） 予算特別委員会
　　２１日（火） 予算特別委員会
　　２２日（水） 予算特別委員会
　　２４日（金） 本会議（最終日）
※�請願の締め切りは、２月２０日（月）
正午までの予定です。
※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

編
集
後
記

●
２
０
１
７
年
を
迎
え
、
皆

さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

●
あ
る
夜
、
私
は
散
歩
を
し

て
澄
ん
だ
空
気
に
満
天
の
星

空
を
見
て
、
と
て
も
気
持
ち

が
和
み
ま
し
た
。
た
だ
、
雪

の
量
は
少
な
い
な
ぁ
…
。

●
昔
に
比
べ
、降
雪
量
が
減
っ

た
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ス

キ
ー
場
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
関

係
者
は
恵
み
の
雪
に
期
待
を

か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
温
暖
化
の
余
波
な
の
で

し
ょ
う
か
。
異
常
気
象
が

度
々
起
こ
る
近
年
、
小
さ
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
私

も
積
極
的
に
エ
コ
を
心
掛
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。�

（
笹
原
）
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狩
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佐
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遠
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三
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和
広
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笹
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隆
義

　
　

 

〃 　
　
熊
澤　
光
吏

１２月１３日、天童市立
蔵増小学校６年生２５
人が、一般質問を傍
聴しました。

天童市議会ギャラリー



大お
お
沼ぬ
ま　
賢け
ん
太た

さ
ん

＊
市
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
部

屋
は
、
ま
る
で
小
さ
い
国
会
議

事
堂
で
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
傍

聴
し
た
一
般
質
問
で
は
、
子
ど

も
の
学
力
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が

も
っ
と
よ
い
生
活
を
送
る
た
め

の
話
し
合
い
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。



安あ

孫び

子こ

未み

来く

さ
ん

＊
天
童
市
議
会
で
は
、
市
内
小

中
学
校
児
童
生
徒
の
学
力
の
向

上
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
天
童
市
議
会
の
話

し
合
い
は
、
天
童
市
を
よ
り
よ

く
し
て
い
く
た
め
の
話
し
合
い

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
１２
月
１３
日
の
本
会
議
に
、
蔵
増
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
社

会
科
の
校
外
学
習
と
し
て
、
傍
聴
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
傍
聴
の

際
の
感
想
文
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

蔵
増
小
学
校

　
　
６
年
生
の
皆
さ
ん



鈴す
ず
木き　
啓け
い
斗と

さ
ん

＊
ぼ
く
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る

天
童
市
は
、
市
議
会
の
お
か
げ

で
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
真

剣
に
話
し
合
っ
て
い
た
の
で
、

市
議
会
は
天
童
市
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。



富と

樫が
し　
　
空そ
ら
さ
ん

＊
市
議
会
が
始
ま
る
時
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
と
音
楽
が
流
れ
て
議
長

さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。
モ
ニ

タ
ー
に
は
質
問
時
間
の
残
時
間

が
表
示
さ
れ
た
り
、
本
会
議
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
さ

れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
驚
き
ま
し
た
。

http://www.city.tendo.yamagata.jp
インターネットで議会中継
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